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代表質問（要旨）

【お問い合わせ先】
電　話　029-301-5634

茨
城
県
北
芸
術
祭
の

成
功
に
向
け
た
取
り
組
み

 

知
事
の
情
報
発
信

議
員　

本
県
の
県
づ
く
り
に
、
六
期

目
の
全
国
最
多
の
ベ
テ
ラ
ン
知
事
と

し
て
の
情
報
発
信
力
を
期
待
し
て
い

る
。
知
事
は
、
自
身
の
情
報
発
信
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

知
事　

県
産
品
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

を
精
力
的
に
継
続
し
た
結
果
、
常
陸

牛
が
全
国
ブ
ラ
ン
ド
に
成
長
し
た
り
、

駐
日
ベ
ト
ナ
ム
大
使
と
良
好
な
関
係

を
構
築
し
た
結
果
、
国
家
主
席
の
来

県
な
ど
、
活
発
な
交
流
に
発
展
し
た
。

今
後
、
Ｇ
７
茨
城
・
つ
く
ば
科
学
技

術
大
臣
会
合
や
茨
城
国
体
な
ど
、
国

内
外
に
本
県
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好

の
機
会
を
迎
え
て
お
り
、
オ
ー
ル
茨

城
で
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

医
療
体
制
の
充
実

議
員　

県
北
地
域
の
住
民
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
医
師
・
看
護
師

不
足
の
解
消
な
ど
、
医
療
体
制
の
一

層
の
充
実
を
図
っ
て
ほ
し
い
。
ど
の

よ
う
に
対
策
を
講
ず
る
の
か
。

知
事　

医
師
確
保
対
策
に
つ
い
て
は
、

関
係
大
学
や
地
元
市
町
村
と
の
連
携

の
も
と
、
指
導
医
の
確
保
を
進
め
、

地
域
の
主
要
医
療
機
関
が
後
期
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
幹
病
院
や
連
携
病

院
に
な
れ
る
よ
う
努
め
る
。
ま
た
、

看
護
師
確
保
対
策
に
つ
い
て
は
、
昨

年
十
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
離
職
時
届

出
制
度
を
活
用
し
つ
つ
、
再
就
業
対

策
を
積
極
的
に
講
じ
て
い
く
。

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
活
用

議
員　

県
北
地
域
の
振
興
策
と
し
て
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
水
素
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

用
し
た
電
源
開
発
を
考
え
る
べ
き
で

あ
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
は
、
地
域
社
会
と
の
共
生
を
図

り
な
が
ら
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
水

素
に
よ
る
実
証
試
験
施
設
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
情
報
を
収
集
し
て
い
く
。

将
来
、
天
然
ガ
ス
や
水
素
に
よ
る
電

源
開
発
が
具
体
化
す
る
際
は
、
県
北

地
域
は
有
力
な
候
補
地
の
可
能
性
が

あ
り
、
今
後
の
動
向
を
注
視
す
る
。

（
ほ
か
に
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
、

豊
か
な
教
育
の
実
現
な
ど
も
質
問
）

議
員　

茨
城
空
港
の
将
来
を
見
据
え
、

今
後
、
国
際
路
線
の
誘
致
や
空
港
施

設
の
機
能
強
化
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

国
際
線
は
現
在
の
三
路
線
に

加
え
、
Ｖ
エ
ア
の
台
北
便
と
春
秋
航

空
の
揚
州
経
由
成
都
便
が
就
航
し
、

三
月
末
に
は
二
十
一
便
ま
で
増
加
す

る
見
込
み
で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
の

国
々
で
県
内
観
光
地
を
周
遊
す
る
ツ

ア
ー
も
急
増
し
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、

チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
運
航
支
援
を
行
う

な
ど
、
路
線
の
誘
致
に
力
を
入
れ
て

い
く
。
空
港
施
設
は
、
当
面
は
現
在

の
施
設
を
で
き
る
限
り
柔
軟
に
運
用

し
な
が
ら
最
低
限
必
要
な
施
設
を
確

保
し
て
い
く
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の

将
来
構
想
は
今
後
の
需
要
動
向
を
見

極
め
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

本
県
へ
の
本
社
機
能
の
誘
致

に
向
け
て
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

国
の
地
方
拠
点
強
化
税
制
で

は
対
象
外
と
な
る
十
市
町
に
つ
い
て

も
優
遇
措
置
を
講
じ
、
全
国
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
優
遇
措
置
を
定
め

る
。
ま
た
、
日
立
や
鹿
島
の
産
業
集

積
や
つ
く
ば
の
高
度
な
都
市
基
盤
な

ど
、
地
域
の
特
性
を
最
大
限
に
生
か

し
た
誘
致
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
新
た
な
優
遇
制
度
を
活
用
し
な

が
ら
本
社
機
能
の
誘
致
を
図
っ
て
い

く
。

議
員　

県
内
の
全
て
の
児
童
生
徒
に

対
し
て
、
つ
く
ば
に
お
け
る
科
学
技

術
に
接
す
る
機
会
を
設
け
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

つ
く
ば
の
研
究
機
関
と
連

携
し
て
開
発
し
た
中
学
生
向
け
理
科

教
材
を
授
業
に
活
用
し
て
い
る
。
研

究
機
関
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
、

多
く
の
学
校
で
実
施
で
き
る
よ
う
働

き
掛
け
る
。
ま
た
、
つ
く
ば
の
研
究

施
設
な
ど
を
見
学
で
き
る
取
り
組
み

を
Ｈ
Ｐ
で
紹
介
し
、
小
中
学
校
の
校

外
学
習
や
遠
足
、
家
族
で
の
参
加
な

ど
利
用
促
進
を
呼
び
掛
け
て
い
く
。 

（
ほ
か
に
、
畜
産
分
野
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対

策
、
自
動
車
盗
対
策
な
ど
も
質
問
）

　

議
員　

大
規
模
太
陽
光
発
電
施
設
の

無
秩
序
な
乱
立
に
は
一
定
の
ル
ー
ル

を
定
め
る
べ
き
で
あ
り
、
施
設
建
設

に
係
る
県
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

策
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

今
後
、
立
地
を
避
け
る
べ
き

エ
リ
ア
な
ど
の
指
定
や
適
正
な
維
持

管
理
な
ど
の
項
目
を
盛
り
込
ん
だ
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
太
陽
光
発

電
事
業
の
適
切
な
実
施
に
向
け
対
応

し
て
い
く
。

議
員　

大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、

り
災
証
明
書
の
受
付
な
ど
の
総
務
分

野
や
、
福
祉
・
介
護
や
医
療
の
分
野

を
そ
れ
ぞ
れ
支
援
す
る
体
制
（
総
務
、

福
祉
医
療
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
）
の

整
備
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る

が
、
所
見
は
。

知
事　

総
務
分
野
に
関
し
て
は
、
業

務
に
精
通
し
て
い
る
人
材
を
募
集
し

て
登
録
し
、
災
害
時
に
派
遣
す
る
仕

組
み
を
整
備
し
て
い
く
。
医
療
福
祉

分
野
に
つ
い
て
は
、
災
害
派
遣
精
神

医
療
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
）
の
体
制

の
充
実
や
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図

り
、
引
き
続
き
、
多
職
種
連
携
に
よ

る
支
援
体
制
を
強
化
し
て
い
く
。

議
員　

県
北
振
興
の
目
玉
施
策
で
あ

る
茨
城
県
北
芸
術
祭
に
関
し
て
、「
全

体
の
予
算
規
模
」、「
来
場
者
数
の
目

標
」
お
よ
び
「
パ
ス
ポ
ー
ト
形
式
の

入
場
券
の
販
売
時
期
お
よ
び
価
格
」

は
。
ま
た
、
今
後
の
定
期
的
な
開
催

に
つ
い
て
の
所
見
は
。

知
事　

全
体
の
予
算
規
模
は
六
億
七

千
万
円
程
度
を
見
込
ん
で
お
り
、
来

場
者
数
は
約
三
十
万
人
を
当
面
目
指

し
て
い
き
た
い
。
パ
ス
ポ
ー
ト
形
式

の
入
場
券
は
お
お
む
ね
二
千
円
台
と

し
、
七
月
初
旬
の
販
売
開
始
を
予
定

し
て
い
る
。
定
期
的
な
開
催
に
つ
い

て
は
、
今
回
実
施
し
た
成
果
や
課
題

な
ど
を
踏
ま
え
、
判
断
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
」
の
考
え
方
を
踏
ま
え

た
県
政
施
策
、
東
海
第
二
発
電
所
の

再
稼
働
な
ど
も
質
問
）

長谷川　修平 議員
民 　 進 　 党
日 立 市 選 出  

一括方式

井手　義弘 議員
公 　 明 　 党
日 立 市 選 出

一括方式

臼井　平八郎 議員
自民県政クラブ
結 城 市 選 出  

一括方式

　本会議は、県議会議事堂５階の受付で住所と氏名を
記入すると傍聴できますので、是非お越しください。
　また、児童および乳幼児連れの方は、県議会議事堂
１階の議会ＰＲコーナーと５階の傍聴者ロビーおよび
行政棟２階の県政シアターで本会議の中継をご覧いた
だけます。
　なお、授乳室やおむつ替えスペースをご希望の方に
は部屋をご用意いたしますので、職員にお気軽に声を
お掛けください。
　その他、手話通訳や委員会の傍聴など詳細について
は、県議会事務局議事課にお問い合わせください。

茨
城
空
港
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を

目
指
す
今
後
の
取
り
組
み

本
県
へ
の
本
社
機
能
移
転
な
ど
の

推
進

つ
く
ば
に
集
積
し
た
科
学
技
術
を

活
か
し
た
科
学
教
育

大
規
模
太
陽
光
発
電
施
設
建
設
に

係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

被
災
自
治
体
を
支
援
す
る
体
制（
総
務
、

福
祉
医
療
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
）の
整
備

３月に供用開始されたＬＮＧ基地（茨城港日立港区）

設置が進む太陽光発電施設

Ｖエア就航セレモニーの様子

県議会を傍聴しませんか


